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講師メッセージ

2013年 7月 、改憲問題に関連して麻生副首相が述

べた言葉のとおり、日本は、まさにナチスさながらに、

民主主義を装って民主主義を破壊する道を歩んで

います。実際、この国の現実は、虚偽のプロパガンダ

とメディア統制、戦争準備、議会の翼賛化、市民的

自由の統制、少数者の排除など、ナテス独裁の様相

とよく似ています.安倍首相が執念を燃やす改憲発

議がなされれば、戦後日本が曲がりなりにも培ってき

た立憲主義・民主主義・平和主義は、もはや後戻りで

きない形で破壊されるでしょう。

他方、ドイツでも、格差と貧困を広げる新自由主義の

グローバル化の反動として、政治文化の退行とナショ

ナリズムヘの回帰が見られます。作家の故・小田実

氏の言葉を借りれば、「殺し、焼き、奪う」歴史のあと

「殺され、焼かれ、奪われる」の歴史をもつ日独市民

の連帯が、今こそ求められています。
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